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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】Insulin growth factor (IGF)シグナルは、癌の増殖進展に関与すると報告されているが、
膵癌における意義は明らかにされていない。また、IGF binding protein 3 (IGFBP3)は IGF シグナル
を調節するとされるが、膵癌に対する意義は明らかにされていない。今回、膵癌における IGFシグナ















また IGF1Rおよび IGFBP3は膵癌予後予測因子として有用であることが示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
Insulin growth factor (IGF)シグナルは、癌の増殖進展に関与すると報告されているが、膵癌に
おける意義は明らかにされていない。また、IGF binding protein 3 (IGFBP3)は IGFシグナルを調節
するとされるが、膵癌に対する意義は明らかにされていない。今回、膵癌における IGFシグナルの意











また IGF1Rおよび IGFBP3は膵癌予後予測因子として有用であることが示唆された。 
 
本論文は、膵癌における IGFシグナルの関与を明らかにしたものであり、膵癌治療の発展に寄与する
ものと考えられる。よって、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
